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女性と男性に関する統計データベースとは･･･ 

 

日本の女性及び男性の状況を把握する上で重要な統計をあらゆる分野にわたってとりあ

げ、データベース化したものです。それぞれの統計は、結果の経年変化が見られるように

まとめられています（一部、国際比較データもあり）。 

 このデータベースを用いて、課題やプレゼンテーションで使える表やグラフも簡単につ

くることができます。 

※”New”マークのある統計は、一か月以内にデータが更新されたものです。 

 

 

 

 女性と男性に関する統計データベースを使えば、こんなこ

とができます。 

  

・大学の課題で、自分の主張に統計的な根拠を示せます！ 

 ・会社のプレゼン資料で、男女の違いについて統計グラフを作成できます！ 

 ・調べ物でいろいろなヒントを見つけられます！ 
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統計データベースへのアクセス方法 

①独立行政法人国立女性教育会館ホームページにアクセスする。 

 https://www.nwec.jp/ または 

 検索エンジンで「国立女性教育会館」「NWEC」と検索。 

②ページ上部の「図書・資料・データベース」ボタンにカーソルを合わせる。 

③「データベース一覧」をクリックする 

 

 

Click! 



 

3 

④表示された画面をスクロールして、「女性と男性に関する統計データベース」

をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤データベースのトップ画面にアクセスできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Click! 

毎年更新される 
日英統計リーフレットが 
ダウンロードできます。 

 
日英 
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統計データ Excel ファイルのダウンロードの方法 

① 統計のタイトルをクリックする。 

②ブラウザの指示に従い Excel ファイルをダウンロードする。 

 ※お使いのブラウザによって詳しい手順は異なります。 

 ※お使いのパソコン等の設定によってファイルの保存先は異なります。 

Click! 

Click! 
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③Excel ファイルを開く。 

 ※データは複数のシートに分かれて記載されていることがあります。 

 ※用語の定義、調査頻度等は表下の注記をご覧ください。 

 

 

 

 

※複数のエクセルシートがあるデータもあります。 

※表下に注記が書かれているデータもあります。 
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使い方の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検索してみましょう！ 

 

→「大学」についての統計を広く調べる：「フリーワード検索」 

  

→「大学」に関する他のキーワードを知る：「シソーラス展開」 

 

→大学は教育機関なので、教育分野の統計を見る：「分野別検索」 

 

→大学と関係の深い文部科学省の統計を見る：「省庁別検索」 

 

 

 

 

 

「大学」におけるジェンダー差について

調べたいけれども、どのように調べれば

いいかな？ 

・学歴・性別で賃金は異なるのかな？ 

・研究者の男女比はどのくらい？ 

・学部によって男女比は異なる？ 

アイコンの見方 

検索、作成 検索結果 解説 
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「大学」を項目に含む統計を探す： 

「フリーワード検索」 

 

 

検索結果が多すぎる場合は、「大学」と入れたあとにスペースを空けて他のキーワードを入

れることで絞り込むことができます。 例）大学 ひとり親 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                      

Click! 

「女性と男性に関する統計データベース」では、フリーワードでさまざまな分

野の統計を一度に検索することができます。まず、大学についての統計を広く

探したい場合は、「大学」と入力してみましょう。「大学」で検索すると… 

各分野の大学を統計名や項目に含む統計が表示されます。検索時に、同

義語使用にチェックが入っているので、入力したキーワードの同義語

（似た意味の言葉）も含む統計が検索できます。 

さまざまな分野の統計が表示されます！ 
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Click! 

Check! 

※シソーラスとは、情報検索する際に用いられる用語を整理し、同義語、広義語、狭義語、関連語等

と関連づけた用語集です。 

Check! 

Click! 

       

 

 

これにより高校卒業者の統計も見つかり、大学卒業者の統計だけでなく、それぞれの統計の比較

などもできます。 

では、「大学」についてよりキーワードを膨らませて調べたいときは

どうしたらよいでしょう？ そのときはシソーラス展開をしてみまし

ょう。 

フリーワード「大学」で検索した結果に加え、「学歴」で検索した結果も合わ

せて表示されます。検索結果から知りたい情報が載っている統計を探します。 

大学に関する用語の一覧が見られます。今回は「学歴」にチェックをしてみましょう。 
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      「女性と男性に関する統計データベース」では、統計を分野から探すことができ 

      ます。調べたいことがはっきり決まっていない場合などに便利です。 

      調べたいトップページの「分野」から、①探したい分野の名前をクリックする 

か、②分野にチェックを入れて「検索」をクリックしてください（複数選択可）。 

大学と女性について探したい場合は、「教育・学習」分野を探してみてください。 

「教育・学習」分野をクリックすると…… 

 

教育・学習分野の統計を見る：「分野別検索」 

      男女の教育・学習に関する統計が表示されます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

検索結果から関心がある情報が掲載されている統計を探します。 

 

 

たとえば、研究者に関する統計を選ぶことで、学生だけでなく、大学における研究者数が

男女でどのように異なるのか調べることができるようになりました。 

Click! 
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文部科学省の統計を見る：「省庁別検索」 

      「女性と男性に関する統計データベース」では、統計を省庁から探すことができ 

      ます。「○○省が調査をした統計が見たい」場合などに便利です。 

      トップページの「省庁」から、①探したい省庁の名前をクリックするか、②省庁

にチェックを入れて「検索」をクリックしてください（複数選択可）。 

大学と女性について探したい場合は、「文部科学省（文部省・科学技術庁）」を探してみてく

ださい。 

「文部科学省（文部省・科学技術庁）」分野をクリックすると…… 

 

Click! 

        

 

 

 

 

 

 

 

検索結果の中から知りたい情報が掲載されている統計を探します。 

 

 

これにより就職に関する統計も見つかり、在学中だけでなく卒業後についても調べることが

できるようになりました。                                                     

女性に関する文部科学省の統計が表示されます。 
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グラフを作成する：折れ線グラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダウンロードしたファイルから、グラフを作成することができます。Excel のグラフ機能

や、グラフ作成ソフトを使用してみましょう。ここでは「性別大学進学率の推移」のグラ

フを作成します。推移を見やすくするために、折れ線グラフを選択しましょう。 

 

「女性と男性に関する統計データベース」で見つけた統計を使って、グラ

フを作成してみましょう。グラフのタイトルをクリックすると、Excel フ

ァイルをダウンロードすることができます。 

Click! 
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グラフができました。変化の傾向や推移、方向が分かりやすいのが折れ線グラフの特徴で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(年) 

(%) 

 

 

 

それでは、大学での専攻分野の男女の割合はどうでしょうか？ 男性が多い学部、女性が多い学

部があるのでしょうか？ 

次のページでは割合を見るのに適した円グラフを作成します。 

上記のグラフからは、当初は男女とも大学進学率が低かったものの、時代を下

るに従って多少の増減がありつつも進学率が増えている傾向を捉えることがで

きます。男女の折れ線を比べると、女子の進学率は常に男子を下回っており、

2016 年時点でも、その差は 3.8 ポイントの開きがあることが分かります。 
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グラフを作成する：円グラフ 

      「女性と男性に関する統計データベース」で見つけた統計を使って、「大学  

      の専攻分野別男女比」グラフを作成してみましょう。ダウンロードしたファ 

      イルから、グラフを作成することができます。Excel のグラフ機能や、グラフ

作成ソフトを使用してみましょう。比率を見やすくするために、円グラフを選択しましょ

う。 
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グラフができました。帯グラフと同様、構成比が見やすいのが円グラフの特徴です。 

 

※2017 年データより作成 

65.2%

34.8%

人文科学

女構成比 男構成比

35.0%

65.0%

社会科学

女構成比 男構成比

27.2%

72.8%

理学

女構成比 男構成比

14.5%

85.5%

工学

女構成比 男構成比

44.7%

55.3%

農学

女構成比 男構成比

68.2%

31.8%

保健（医・歯学以外）

女構成比 男構成比

12.8%

87.2%

商船

女構成比 男構成比

90.6%

9.4%

家政

女構成比 男構成比

48.1%
51.9%

その他

女構成比 男構成比

35.0%

65.0%

保健（医・歯学）

女構成比 男構成比

59.1%

40.9%

教育

女構成比 男構成比

70.3%

29.7%

芸術

女構成比 男構成比

n=70,341

n=364,621 n=833,256 n=79,008

n=384,724 n=76,676
n=71,561

n=253,128 n=398 n=70,948

n=191,153 n=186,856

      折れ線グラフのページで紹介したように、大学進学率の性別差は小さくなってきまし 

      た。しかし専攻分野によって男女比に差があることが分かります。特に理学・工学な 

      どの分野では、女性の比率がとりわけ少ないことも分かります。 

それでは、大学で研究をしている人（研究者）の男女比はどうでしょうか？ 

次のページでは、比率を見るのに適したもう一つのグラフである帯グラフを作成します。 
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グラフを作成する：帯グラフ 

     「女性と男性に関する統計データベース」で見つけた統計を使って、「大学 

     等における本務研究者の性別構成比」グラフを作成してみましょう。ダウンロ 

     ードしたファイルから、グラフを作成することができます。Excel のグラフ機能

や、グラフ作成ソフトを使用してみましょう。比率を見やすくするために、ここでは帯グ

ラフを選択しましょう。 
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グラフができました。構成比が見やすいのが帯グラフの特徴です。 

 

27.2%

22.6%

17.1%

72.8%

77.4%

82.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2017

2007

1997

大学等における本務研究者の性別構成比

女構成比 男構成比

n=276,386 

n=293,023 

n=248,275 

      折れ線グラフのページで紹介したように、大学進学率の性別差は小さくなってきまし  

            た。また、円グラフのページで紹介したように、専攻分野別の男女比は、男性が多い 

      分野、女性が多い分野などばらつきがあります。しかし大学の研究者全体に占める女

性の割合は、上昇傾向にあるものの、未だ 3 割以下にとどまっていることが分かります。 
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